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(2) N地点 ・B地点全景（北西から）

図版第163 (1) N地点縄文時代上層調査区全景（南から）

(2) N地点石囲い炉跡検出状況（南から）

(3) N地点縄文時代中層調査区全景（南東から）
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(2) N地点縄文時代下層遺物出土状況

(3) N地点土壌分析用サンプル採取作業風景

図版第165 (1) N地点流路状遺構SDOI全景（南東から）

(2) N地点流路状遺構SDOI a d土層断面（南東から）

(3) N地点流路状遺構SDOI b H土層断面（南東から）

図版第166 (1) N地点流路状遺構SDOI A群遺物出土状況（北東から）

(2) N地点i走路状遺構SDOI B群遺物出土状況（南西から）

(3) N地点竪穴式住居跡SHl6全景（南西から）

図版第167 (l)N地点竪穴式住居跡SHOS全景（南東から）

(2) N地点テラス状遺構SHlO・11全景（南東から）

(3) N地点テラス状遺構SHlO焼け石検出状況（南西から）

図版第168 (1) N地点竪穴式住居跡SHOl ・ 04全景（南東から）

(2) N地点竪穴式住居跡SHOl竃全景（南から）

(3) N地点竪穴式住居跡SH04全景（南東から）

図版第169 (1) N地点竪穴式住居跡SHOS全景（南東から）

(2) N地点竪穴式住居跡SHl2全景（南東から）

(3) N地点テラス状遺構SH24全景（南から）

図版第170 (1) N地点竪穴式住居跡SHl5全景（南東から）

(2) N地点竪穴式住居跡SHl5遺物出土状況（南東から）

(3) N地点竪穴式住居跡SH31全景（南東から）

図版第171 (l)N地点テラス状遺構SHl3・14全景（南東から）

(2) N地点テラス状遺構SHl4土馬出土状況（南東から）

(3) N地点テラス状遺構SHl9全景（北西から）

図版第172 (l)N地点テラス状遺構SH22全景（南東から）

(2) N地点テラス状遺構SH20全景（南東から）

(3) N地点竪穴式住居跡SH22全景（南東から）

図版第173 (l)B地点全景（真上から、上が北西） (2) B地点全景（南東から）

(3) B地点テラス状遺構SHOl全景（南から）

図版第174 (l)B地点テラス状遺構SH02全景（南東から）

(2) B地点テラス状遺構SH03全景（南から）
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(3) B地点テラス状遺構SH04全景（北東から）

図版第175 (l)A地点遠景（東から） (2) A地点全景（真上から、上が北西）

図版第176 (1) A地点調査前遠景（東から）

(3) A l地点全景（北から）

(2) A - 1地点遠景（東から）

図版第177 (1) A l地点竪穴式住居跡SHOl全景（真上から、上が北西）

(2) A -2地点竪穴式住居跡SHOl周壁土層断面（南西から）

(3) A -1地点竪穴式住居跡SHOl内土坑全景（南東から）

図版第178 (1) A -1地点竪穴式住居跡SHOl竃全景（南西から）

(2) A -1地点竪穴式住居跡SHOl竃煙道部横断面（南西から）

(3) A -1地点竪穴式住居跡SHOl竃完掘状況（南から）

図版第179 (1) A -1地点竪穴式住居跡SH04・05全景（南から）

(2) A -1地点竪穴式住居跡SH04製塩土器堆積状況土層断面（南西から）

(3) A -1地点テラス状遺構SH06全景（南東から）

図版第180 (1) A l地点掘立柱建物跡SBOl検出状況（南東から）

(2) A I地点掘立柱建物跡SBOl全景（真上から、上が北西）

(3) A -1地点掘立柱建物跡SBOl ・ 02全景（真上から、上が北西）

図版第181 (l)A-2地点全景（南東から）

(2) A -3地点全景（真上から、上が南西）

(3) A 3地点土坑SK05検出状況（北西から）

図版第182 (1) A 3地点土層断面（北東から）

(2) A -3地点土層断面（不整合面、東から）

(3) A -3地点土層断面（遺構の崩壊状況、北東から）

図版第183 (1) N地点テラス状遺構SHlO鍛冶炉2検出状況（南東から）

(2) B地点テラス状遺構SHOl鍛冶炉群検出状況（南東から）

(3) A地点テラス状遺構SHOS鍛冶炉2検出状況（南東から）

図版第184 (1) N地点現地説明会風景

(2) A地点現地説明会風景

(3) R地点現地説明会風景

図版第185 (1) 0 -1地点全景（北東から）

(2) 0 -1地点調査区北壁土層断面（南から）

(3) 0 -1地点調査区北壁土層断面（南西から）

図版第186 (l)0-1地点製塩炉 1全景（南から）

(2) 0 1地点製塩炉4土層断面（北東から）

(3) 0 -1地点製塩炉4遺物出土状況（南から）

図版第187 (1) 0 -1地点製塩炉2全景（北東から）

-VII-



(2) 0 -2地点製塩炉SXl3全景（南東から）

(3) 0 2地点製塩炉SXl3近景（南東から）

図版第212 (1) 0 2地点下層全景（南東から）

(2) 0 2地点下層全景（北西から）

(3) 0 -2地点焼土面2遠景（西から）

図版第213 (1) 0 2地点最下層掘立柱建物跡SBOl柱穴p3土層断面（南西から）

(2) 0 2地点最下層掘立柱建物跡SBOl柱穴p2土層断面（南西から）

(3) 0 -2地点最下層掘立柱建物跡SBOl柱穴p1土層断面（南西から）

図版第214 (l)0-2地点下層焼土（南東から）

(2) 0 -2地点下層焼土（南西から）

(3) 0 -2地点下層焼土検出作業（南西から）

図版第215 (1)0-2地点下層鍛冶炉3全景（南東から）

(2) 0 -2地点下層鍛冶炉3壁立ち上がり状況（南東から）

(3) 0 -2地点下層鍛冶炉3炉底検出状況（南東から）

図版第216 (1)0-2地点下層鍛冶炉 5全景（南東から）

(2) 0 -2地点下層鍛冶炉6全景（東から）

(3) 0 2地点下層鍛冶炉2全景（南東から）

図版第217 (1) 0 2地点下層鍛冶炉 l全景（東から）

(2) 0 2地点下層鍛冶炉 l断面（南東から）

(3) 0 2地点下層鍛冶炉13・14断面（北東から）

図版第218 (1) R地点遠景（北東から）

(2) R地点遠景（真上から、上が南）

図版第219 (1) R地点丸木舟取り上げ作業風景

(2) R地点丸木舟取り上げ作業風景

(3) R地点丸木舟下層検出種実貯蔵土坑（西から）

図版第220 (1）土壌水洗施設

(2）土壌水洗作業風景

(3）遺物洗浄作業風景

図版第221 (1）遺物選別作業風景

(2）鍛冶関連土壌洗浄作業風景

(3）遺物実測作業風景

図版第222 (1) M地点出土縄文土器

(2) R地点出土縄文土器

図版第223 (l)N地点出土縄文土器

(2) N地点出土縄文土器

V
A
 



N地点流路跡SDOI出土弥生土器(1)

N地点流路跡SDOI 出土弥生土器（2)

N地点流路跡SDOI出土弥生土器（3)

N地点流路跡SDOI出土弥生土器（4)

N地点流路跡SDOI出土弥生土器（5)

N地点流路跡SDOI出土弥生土器（6)

N地点流路跡SDOI出土弥生土器（7)

N地点流路跡SDOI出土弥生土器（8)

N地点流路町、SDOI、竪穴式住居跡SHl6出土遺物

N地点出土遺物(1)

N地点出土遺物（2)

N地点出土遺物（3)

N地点出土遺物（4) 

B地点出土遺物 ・A地点出土遺物(1)

A地点出土遺物（2)

A地点出土遺物（3)

A地点出土遺物（4）・0-1地点出土遺物(1)

0-1地点出土遺物（2)

0 1地点出土遺物（3). 0 2地点出土遺物

(1）各調査地点出土製塩土器支脚

(2) 0 -1地点製塩炉4出土製塩土器

図版第244 0 2地点土器廃棄層 SXOl出土製塩土器支脚

図版第224

図版第225

図版第226

図版第227

図版第228

図版第229

図版第230

図版第231

図版第232

図版第233

図版第234

図版第235

図版第236

図版第237

図版第238

図版第239

図版第240

図版第241

図版第242

図版第243

図版第245 (1) 0 2地点上層土坑SK02出土製塩土器支脚

(2) 0 1地点製塩炉群4・鍛冶炉周辺製塩土器支脚

図版第246 (1)0-2地点黒褐色土層出土製塩土器支脚

(2) 0 2地点黒色炭層出土製塩土器支脚

図版第247 (1) 0 -2地点下層検出遺構出土製塩土器

(2) A ・B・N地点検出遺構出土製塩土器

図版第248 (1) 0 2地点暗茶褐色土層出土製塩土器

(2) 0 -2地点黒褐色土層出土製塩土器

図版第249 (1) 0 -2地点黒色炭層出土製塩土器

(2) 0 2地点最終焼土面出土製塩土器

図版第250 (1）鍛冶関連遺物：輔 (2）鍛冶関連遺物 ：鉄淳

図版第251 0-1地点出土木器

図版第252 0-1地点 ・R地点出土木器
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図版第253 墨書土器・土，馬・銅鉱・和同開弥

図版第254 R地点出土花粉遺体

図版第255 R地点出土種実

図版第256 R地点出土木材の顕微鏡写真

図版第257 R地点出土の珪藻化石

図版第258 R地点出土コナラ属堅果

図版第259 鉄釜の顕微鏡組織

図版第260 椀形鍛冶i幸の顕微鏡組織

図版第261 粒状淳の顕微鏡組織

図版第262 粒状i宰の顕微鏡組織

図版第263 鍛造剥片の顕微鏡組織

図版第264 鍛造剥片の顕微鏡組織

図版第265 粒状淳の顕微鏡組織

図版第266 粒状i幸の顕微鏡組織

図版第267 鍛造剥片の顕微鏡組織

図版第268 鍛造剥片の顕微鏡組織

図版第269 鉄釜（URI-1 ）のマクロ組織

図版第270 鉄釜山RI-1 ）のX線透過像
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(1)浦入遺跡群遠景 (南から)
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(1)M地点完掘状況 (南東から)

(2)M地点完掘状況 (南から)
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(1)M地点集石遺構 (東から)

(2)M地点集石遺構 (北東から)

(3)M地点集石遺構 (南西から)
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(1)M地点土坑 S K05(東 から)

(2)M地点土坑 S K09(北 から)

(3)M地点土坑 S K01(東 から)
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(1)M地点弥生土器出土状況

(2)M地点弥生土器出土状況
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(1)M地点南壁土層堆積状況

(ゴヒから)

(2)M地点南壁土層堆積状況

(ゴヒから)

(3)M地点南壁土層堆積状況

(ゴヒから)
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(1)N地点・ B地点全景 (南から)

(2)N地点・ B地点全景 (北西から)
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(1)N地点縄文時代上層調査区

全景 (南から)

(2)N地点石囲い炉跡検出状況

(南から)

(3)N地点縄文時代中層調査区

全景 (南東から)
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(1)N地点縄文時代下層調査区

全景 (南東から)

(2)N地区縄文時代下層遺物

出土状況

(3)N地点土壌分析用サンプル

採取作業風景
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(1)N地点流路状遺構 S D01

全景 (南東から)

(2)N地点流路状遺構 S D01

a―a'土層断面 (南東から)

(3)N地点流路状遺構 S D01

b―b'土層断面 (南東から)
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(1)N地点流路状遺構 S D01

A群遺物出土状況

(ゴヒ東から)

(2)N地点流路状遺構 S D01

B群遺物出土状況

(南西から)

(3)N地点竪穴式住居跡 S H16

全景 (南西から)
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(1)N地点竪穴式住居跡 S H05

全景 (南東から)

(2)N地点テラス状遺構 S H10
011全景 (南東から)

(3)N地点テラス状遺構 S H10

焼け石検出状況 (南西から)
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(1)N地点竪穴式住居跡 S H01

・04全景 (南東から)

(2)N地点竪穴式住居跡 S H01

竃全景 (南から)
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(1)N地点竪穴式住居跡 S H08

全景 (南東から)

(2)N地点竪穴式住居跡 S H12

全景 (南東から)

(3)N地点テラス状遺構 S H24

全景 (南から)
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(1)N地点竪穴式住居跡 S H15

全景 (南東から)

(2)N地点竪穴式住居跡 S H15

遺物出土状況 (南東から)

(3)N地点竪穴式住居跡 S H31

全景 (南東から)
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(1)N地点テラス状遺構 S H13

・ 14全景 (南東から)

(2)N地点テラス状遺構 S H14

土馬出土状況 (南東から)

(3)N地点テラス状遺構 S H19

全景 (北西から)
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(1)N地点テラス状遺構 S H22

全景 (南東から)

(2)N地点テラス状遺構 S H20

全景 (南東から)

(3)N地点テラス状遺構 S H22

全景 (南東から)
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(1)B地点全景 (真上から、上

が北西)

(2)B地点全景 (南東から)

(3)B地点テラス状遺構 S H01

全景 (南から)
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(1)B地点テラス状遺構 S H02

全景 (南東から)

(2)B地点テラス状遺構 S H03

全景 (南から)

(3)B地点テラス状遺構 S H04

全景 (北東から)
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(1)A地点遠景 (東から)

(2)A地点全景 (真上から、上が北西)
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(1)A地点調査前遠景 (東から)

(2)A-1地点全景 (東から)

(3)A-1地点全景 (北から)
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(1)A-1地点竪穴式住居跡

S H01全景 (真上から、上

が北西)

(2)A-1地点竪穴式住居跡

S H01周 壁土層断面

(南西から)

(3)A-1地点竪穴式住居跡

S H01内 土坑全景

(南東から)
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(1)A-1地点竪穴式住居跡

S H01竃全景 (南西から)

(2)A-1地点竪穴式住居跡

S H01竃煙道部横断面

(南西から)

(3)A-1地点竪穴式住居跡

S H01竃完掘状況 (南から)
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(1)A-1地 点竪穴式住居跡

S H04005全景 (南から)

(2)A-1地点竪穴式住居跡

S H04製塩土器堆積状況

土層断面 (南西から)

(3)A-1地点テラス状遺構

S H06全景 (南東から)
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(1)A-1地点掘立柱建物跡

S B01検出状況 (南東から)

(2)A-1地点掘立柱建物跡

S B01全景 (真上から、上

が北西)

(3)A-1地点掘立柱建物跡

S B01・ 02全景 (真上から、

上が北西)
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(1)A-3地点土層断面

(ゴヒ東から)

(2)A-3地点土層断面

(不整合面、東から)
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(1)N地点テラス状遺構 S H10

鍛冶炉 2検出状況

(南東から)

(2)B地点テラス状遺構 S H01

鍛冶炉群検出状況

(南東から)

(3)A地点テラス状遺構 S H08

鍛冶炉 2検出状況

(南東から)
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(1)N地点現地説明会風景

(2)A地点現地説明会風景

(3)R地点現地説明会風景
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(1)○ -1地点全景 (北東から)

(2)○ -1地点調査区北壁

土層断面 (南から)

(3)○ -1地点調査区北壁

土層断面 (南西から)
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(1)○ -1地点製塩炉 1全景

(南から)

(2)○ -1地点製塩炉 4

土層断面 (北東から)

(3)O-1地点製塩炉 4遺物

出土状況 (南から)
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(1)○ -1地点製塩炉 2全景

(ゴヒ東から)

(2)○ -1地点製塩炉 2全景

(南東から)

(3)○ -1地点製塩炉 3全景

(南から)
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(1)○ -1地点製塩炉群 2全景

(南東から)

(2)○ -1地点製塩炉群 2全景

(ゴ ヒ東から)

(3)○ -1地点製塩炉群 3全景

(南東から)
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(1)○ -1地点製塩炉群 4・

鍛冶炉群全景 (北東から)

(2)O-1地点製塩炉群 4・

鍛冶炉群溝 S D05全景

(南から)

(3)○ -1地点製塩炉群 4・

鍛冶炉群溝 S D05遺物出土

状況 (南から)
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(1)○ -1地点製塩炉群 4

段状遺構 S X01・ 製塩土器

支脚集積遠景 (南西から)

(2)○ -1地点製塩炉群 4

段状遺構 S X01・ 製塩土器

支脚集積全景 (西から)

(3)○ -1地点製塩炉群 4

製塩土器支脚集積検出状況

(南西から)
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(1)○ -1地点製塩炉群 4

製塩土器集積 1～ 3検出状

況 (北東から)

(2)○ -1地点製塩炉群 4

S X02完掘状況 (東から)

(3)○ -1地点製塩炉群 4
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段状遺構 S X01全景

(南から)

(2)○ -1地点製塩炉群 4

段状遺構 SX焼け石検出状

況 (西から)
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(1)○ -1地点製塩炉群・鍛冶

炉 5・ 8～ 10全景

(南東から)

(2)○ -1地点製塩炉群・鍛冶

炉 508～ 10全景 (南から)

(3)○ -1地点製塩炉群・鍛冶

炉 5・ 8～ 10全景 (南から)
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(1)○ -1地点鍛冶炉群

金床石 (東から)

(2)○ -1地点鍛冶炉群

鍛冶炉 5全景 (東から)

(3)○ -1地点鍛冶炉群

鍛冶炉 508～ 10作業風景

(ゴヒから)
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(1)O-1地点鍛冶炉群

鍛冶炉14全景 (東から)

(2)○ -1地点鍛冶炉群
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(1)○ -2地点全景 (下層、

南東から)

(2)○ -2地点遠景 (下層、

南西から)

(3)○ -2地点近景 (上層、
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(1)○ -2地点上層土坑 S K02

全景 (南東から)

(2)○ -2地点上層土坑 S K02

完掘状況 (南東から)

(3)O-2地点上層土坑 S K01

遺物出土状況 (南西から)
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(1)○ -2地点上層製塩土器

支脚廃棄層 S X01全景

(東から)

(2)○ -2地点上層製塩土器

支脚廃棄層 S X01南半近景

(東から)

(3)○ -2地点上層製塩土器

支脚廃棄層 S X01北半近景

(南東から)
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(1)○ -2地点上層石敷き炉

全景 (南東から)

(2)○ -2地点上層石敷き炉

全景 (南西から)

(3)O-2地点上層石敷き炉

遺物出土状況 (南東から)
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(1)O-2地点上層石敷き炉

遺物出土状況 (東から)

(2)○ -2地点上層石敷き炉

遺物出土状況 (東から)

(3)○ -2地点上層石敷き炉

遺物出土状況 (南から)
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(1)O-2地点上層テラス状

遺構検出状況 (東から)

(2)○ -2地点上層製塩炉 2

全景 (北西から)

(3)O-2地点上層全景

(礫群除去後、南東から)
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(1)○ -2地点土層断面 (黄褐

色土・黒色炭層確認状況、

ゴヒ東から)

(2)○ -2地点下層黒色炭層

検出状況 (南東から)

(3)O-2地点下層黒色炭層

検出状況 (北東から)
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(1)○ -2地点下層製塩炉

S Xll・ 14、 溝 S D01全景

(南東から)

(2)○ -2地点下層製塩炉

S X14全景 (南東から)

(3)O-2地点下層製塩炉跡

S X14製塩土器出土状況

(南東から)
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(1)○ -2地点下層製塩炉

S Xl1014、 溝 S D01全景

(南東から)

(2)○ -2地点下層製塩炉

S X14全景 (南東から)

(3)O-2地点下層製塩炉

S X14製塩土器出土状況

(南東から)
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(1)○ -2地点下層製塩炉

S Xll全景 (南東から)

(2)○ -2地点下層製塩炉

S Xll北半近景 (南東から)

(3)○ -2地点下層製塩炉

S Xll南半近景 (南東から)
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(1)○ -2地点下層製塩炉

S X12、 溝 S D03・ 05全景

(南東から)

(2)○ -2地点下層溝 S D05

遺物出土状況 (南東から)

(3)○ -2地点下層溝 S D05

支脚出土状況 (南東から)



図

版

第

二
〇
七

(1)○ ―・2地点下層溝 S D03

製塩土器支脚出土状況

(南東から)

(2)○ -2地点下層土坑 S K08

全景 (南東から)

(3)○ -2地点下層土坑

S K09全景 (南東から)
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(1)○ -2地点下層礫面検出状

況 (東から)

(2)○ -2地点下層礫面検出状

況 (南東から)

(3)○ -2地点下層礫面検出状

況 (南から)
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(1)○ -2地点石列 1・ 2全景

(東から)

(2)○ -2地点石列 2全景

(ゴヒ東から)

(3)○ -2地点石列 2北端部

検出状況 (南から)
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(1)○ -2地点北半部全景

(南東から)

(2)○ -2地点製塩炉 S X13

全景 (南東から)

(3)○ -2地点製塩炉 S X13

近景 (南東から)
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(1)○ -2地点下層全景

(南東から)

(2)○ -2地点下層全景

(」ヒ西から)

(3)○ -2地点焼土面 2遠景

(西から)
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(1)○ -2地点最下層掘立柱建

物跡 S B01柱穴 P3土層断

面 (南西から)

(2)○ -2地点最下層掘立柱建

物跡 S B01柱穴 P2土層断

面 (南西から)

(3)○ -2地点最下層掘立柱建

物跡 S B01柱穴 Pl土層断

面 (南西から)
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(1)○ -2地点下層焼土

(東南から)

(2)○ -2地点下層焼土

(南西から)

(3)○ -2地点下層焼土検出作

業 (南西から)
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(1)○ -2地点下層鍛冶炉 3

全景 (南東から)

(2)○ -2地点下層鍛冶炉 3

炉壁立ち上がり状況

(南東から)

(3)○ -2地点下層鍛治炉 3

炉壁検出状況 (南東から)
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(1)○ -2地点下層鍛治炉 5

全景 (南東から)

(2)○ -2地点下層鍛治炉 6

全景 (東から)

(3)O-2地点下層鍛治炉 2

全景 (南東から)
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(1)○ -2地点下層鍛治炉 1

全景 (東から)

(2)○ -2地点下層鍛治炉 1

断面 (南東から)

(3)○ -2地点下層鍛治炉130

14断面 (北東から)
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(1)R地点遠景 (北東か ら)

(2)R地点遠景 (真上か ら、上が南)
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(1)R地点丸木舟取 り上げ作業

風景

(2)R地点丸木舟取 り上げ作業

風景

(3)R地点丸木舟取 り上げ作業

風景
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(1)土壌水洗施設

(2)土壌水洗作業風景

(3)遺物洗浄作業風景
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(3)遺物実測作業風景
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1 クロマツ毬果
―――――――中-1.Ocm

2 スギ毬果
――申――――――-5.Omm

3 スギ種子
1.Omm

4 スギ種子
―――――ローーーーーー1.Omm

5 ヒノキ毬果
――――――ローーー5.Omm

6 オニグル ミ核
―――――-1.Om

7 イヌシデ果実
――――――――口1.Omm

8 コナラ属果実
―――――――――・5.Omm

9 スダジイ果実
―――――――――‐5.Omm

10 スダジイ果実
―――――――――口5.Omm

11 スダジイ果実
ローーーローーーーー5.Omm

12 カラスザ ンショウ種子
――――………――‐1.Omm

13 ヒサカキ種子
…――――――――・0.5mm

14 クマノ ミズキ核
―――――――El.Omm

15 ウコギ科種子
―――――――-0.5mm

16 カナムグラ種子
―――ローーー1.Omm

R地点出土種実

ー
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横断面  ――――-0.5mm放射断面 ・―――-0.05mm接線断面 ――――-0.2mm
l.東壁① アカマツ

横断面  ――――-0.5mm 放射断面 ■――――DO.05mm接線断面
2.丸木舟 スギ

―――――――――・0.2mm

横断面  ロー……… 0.5mm放射断面
3。 南壁⑤ スダジイ

―――-0.2mm接線断面 ――――-0.2mm

横断面  ――――-0.5mm放射断面
4.中央畦 ケヤキ

R地点出土木材の顕微鏡写真

――――・0。5mm接線断面 ――――-0.2mm
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l Arα cんyんοごjscas sp.  2 Aじ Jjscas cα θιαιじs
―――-30μ m

4  ]イ
‐
θJο strα sじ Jcαια

9  Nαυιcじ Jα ρじsjι Jα

5 Dわ Jοんas
spJθんごjごα

10 GりpんοごθSmJS ll
ωjJι jα msοんιj

3  ノ4“ Jjscas cα θJαιじs

12  1CIο ccοんθιs

scじιθJJじ 石rし

8   171ん αJα ssιο―

ιんrjχ /rαα―
θんルJご

jj

―――-15μ m

13 Grαmmαιοpんοrα

腕αθjJθ ttα

6 Dわ Jοんθjs spp. 7 _Dj7ηθrοgrα″νηα sp。

Opθpんοrα

/ηαrιyι

R地点出土の珪藻化石

2～ 7、 9～ 13-――-10μ m
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URI-1

鉄釜

①×50自 然腐食白鋳鉄

②③×100①の拡大

④×400②の拡大

⑤×400③の拡大
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鉄釜の顕微鏡組織
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URI-2

椀形鍛治滓

①×200

硬度圧痕 :464Hv
ヴスタイ ト

②×100③ ×400

ヴスタイ ト

・ ファイヤ ライ ト

URI-3

椀形鍛治滓

④×200

硬度圧痕 :430Hv
ヴスタイ ト

⑤×100⑥ ×400

ヴスタイ ト・ ファイヤライ ト

URI-4

椀形鍛治滓

⑦×100ヴ スタイト凝集

椀形鍛治滓の顕微鏡組織



URI-5-1

粒状滓

①×10マ クロ組織

②×50③ ×100④ ×400

ヴスタイ ト・ ファイヤライ ト

URI-5-2

粒状滓

⑤×10マ クロ組織

⑥×50⑦ ×100③ ×400

ヴスタイト・ ファイヤライト

URI-5-3

粒状滓

⑨×10マ クロ組織

⑩×400

ヴスタイト・ ファイヤライト
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URI-5-4

粒状滓

①×10マ クロ組織

②×50③ ×100④ ×400

ヴスタイト凝集気味
・ ファイヤライ ト

URI-5-5

粒状滓

⑤×10マ クロ組織

⑥×50⑦ ×100③ ×400

ヴスタイト・ ファイヤライト

URI-5-6

粒状滓

⑨×10マ クロ組織
⑩×400

ヴスタイ ト・ ファイヤライ ト

中

①

備

⑤

中

⑨

粒状滓の顕微鏡組織
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URI-6-1
鍛造剥片
①×20マ クロ組織 王水etch

②×50③ ×100④ ×400
no etch

⑤×100⑥ ×400王水etch
3層分離型
内層ヴスタイト粒状

URI-6-2

鍛造剥片

⑦ ×20マ クロ組織

王水etch

③×400 no etch

⑨×100⑩ ×400王水etch

3層分離型

内層ヴスタイト粒状

‐‐1鰊‐懇

①
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⑦

鍛造剥片の顕微鏡組織
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URI-6-3

鍛造剥片

①② 王水etch

①×20マ クロ組織

②×4003層分離型

内層ヴスタイト非晶質

URI-6-4

鍛造剥片

③④ 王水etch

③×20マ クロ組織

④×4003層分離型

内層ヴスタイト非品質

URI-6-5

鍛造剥片

⑤⑥ 王水etch

⑤×20マ クロ組織

⑥×4003層分離型

内層ヴスタイト非品質

URI-6-6

鍛造剥片

⑦×20マ クロ組織

王水etch

③ ×400 nO etch

⑨×100⑩ ×400王水etch

3層分離型

内層ヴスタイト凝集
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URI-7-1

粒状滓

①×20マ クロ組織

②×50③ ×100④ ×400

ヴスタイト凝集

URI-7-2

粒状滓

⑤×20マ クロ組織

⑥×100ヴ スタイト凝集

URI-7-3

粒状滓

⑦ ×20マ クロ組織

③×50⑨ ×100⑩ ×400

ウルボスピネルないしは

マグネタイ ト
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URI-7-4

粒状滓

①×20マ クロ組織

②×50③ ×100④ ×400

ヴスタイト・局部的に

マグネタイト析出

URI-7-5

粒状滓

⑤ ×20マ クロ組織

⑥×400ヴスタイト凝集

URI-7-6

粒状滓

⑦×20マ クロ組織

③×400マ グネタイト?

URI-7-7

粒状滓

⑨×20マ クロ組織

⑩×400マ グネタイト?
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URI-8-1

鍛造剥片

①×20マ クロ組織

②×400 nO etch

③×100④ ×400王水etch

3層分離型

内層ヴスタイト非品質

URI-8-2

鍛造剥片

④×20マ クロ組織

⑤×400王水etch

3層不鮮明

内層ヴスタイト凝集

URI-8-3

鍛造剥片

⑦×20マ クロ組織

③×400 no etch

⑨×100⑩ ×400王水etch

3層分離型

内層ヴスタイ ト非晶質
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URI-8-4

鍛造剥片

①×20マ クロ組織

②×400王水etch

3層分離型

内層ヴスタイト非品質

URI-8-5

鍛造剥片

③×20マ クロ組織

④ ×400 no etch

⑤×100⑥ ×400王水etch

3層分離型

内層ヴスタイト非品質

URI-8-6

鍛造剥片

⑦×20マ クロ組織

③ ×400 nO etch

⑨×100⑩ ×400王水etch

3層分離型

内層ヴスタイト非品質
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鉄釜 (URI-1)の マクロ組織 (× 5)
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鉄釜 (URI-1)の X線透過像
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